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論文内容の要旨

本論文は，各種の海洋構造物を設計する際に必要となる構造物の各部材に働く流体力を精度良く推定する方法に関

する研究成果をまとめたものであり，全体を 4 章で構成している。

第 1 章は序論で，本研究の背景と位置づけ，そして研究意義を明らかにし研究経過を順を追って記述している。

第 2 章では，本研究の基礎的理論を展開している。

波浪中におかれた構造物に働く流体力を求める問題を理想化して考察してみると振動流中を，振動する物体に働く

力の推定が必要となるが，この流体力(抗力及び質量力)はレイノルズ (Rn) 数と，クーレガン・カーペンター (KC)

数の二つのパラメーターに依存することが知られている。このパラメーターによって変化する流体力の推定は十分な

精度を持ったものではなかったが，本研究でその要因の一つが流体と構造物の相対速度の推定法に問題があるとし，

新しい相対速度の推定理論を提案している。すなわち，物体が動いた後方に伴流が生成されるが，物体が往復運動す

ると，この伴流の中を往復するということを繰り返すことになる。このため，相対速度をどのような理論を用いて推

定するかが重要になる。この問題を次の 2 段階に分けて考察している。

1 .ステップ的あるいはパルス的に流れが変化した場合の物体後方の非定常乱流伴流を求める。

2. その結果を使い任意運動する物体の後方に形成される伴流をたたみ込み積分を用いて推定する。

上記理論を展開し，流体と構造物の相対速度を実用的に容易に求める手法を示している。

この提案された非定常乱流伴流の推定手法の妥当性を調べるために，実際に振動物体後方の流れを計測し本理論に

よって求められた結果の有効性を確認している。

次に，この求められた相対流速の中にある物体に働く流体力をモリソン式に基づいて推定する手法を示している。

第 3 章では，前章で展開した理論に基づき，下記の各種振動モード下で物体に働く流体力(抗力及び質量力)を推

定し，模型試験結果と比較している。

単体の水平規則振動

単体の水平不規則振動
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単体の円弧規則振動

二物体の水平規則振動

流体力の推定結果と模型試験結果は概ね良く一致し，本手法による流体力推定が従来の結果に比べ一段と良い結果を

与えることを示している。特に海洋構造物が設置される実海域のことを考えると不規則振動流中で推定結果と試験結

果が良く合致する事実は海洋構造物の設計にとって大切な成果であるとしている。

第 4 章は結論であり，上記研究全体についての成果を要約している。

論文審査の結果の要旨

本論文は波浪中を振動する物体に働く流体力の新しい推定法を提案するもので，以下の成果をあげている。

(1) 線形化されたナビエ・ストークス方程式を解いて，振動体の後方に形成される非定常乱流伴流の時間的空間的分

布を計算する式を求めている。

(2) これを使い任意のモードで振動する物体後方の伴流を計算することを可能にしている。

(3) 自らが形成した伴流中で振動する影響 すなわち伴流が重畳される影響ーも考慮した相対流速を求め，それをも

とにして流体力を計算する手法の開発を行っている。

(4) 上記の理論の妥当性を模型実験を行うことにより確認している。

以上のように，本論文は，実海域に設置された海洋構造物に働く流体力の推定に関して多くの知見を得ており，工

学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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